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千代田スクエアダンスクラブ会報 

The Ocean Wave  №122  

  Happy Square World     2026/4/15 発行  

2026 年は 1 月 7 日（水）の新春パー

ティーで幕を開けました。 

CALLERLAB と S 協の共催で、日本

では初めての Mini－Lab が開催される

のに関連して米国の著名な Caller さん 6

名が来日されることになりました。Tony

さんの計らいで、ご家族を含めて 8名の

方々がクラブ訪問という形で千代田に来

場されることになりましたので、新春パ

ーティーとして企画しました。会員のみ

では多少人数に余裕があるので、会員の

知り合いのダンサーにも声をおかけして

応援していただき、カスケードにフィッ

トした人数でパーティーを行うことが出

来ました。3 時から 9 時までの 6 時間は

米国のコーラーさん 6 人のみが競演する

プログラムで、本場のアメリカでもなか

なか体験することが出来ない程の豪華版

でした。参加された皆さんから「アメリ

カへ行ったみたいでとても楽しかった」

と大好評でした。 

また、4 月にはアメリカ、カナダ、ド

イツから 3 人のコーラーさんが横浜発バ

ンクーバー行きのクルーズに乗船のため

来日されます。2003 年のアニバのゲスト

だった Ray Brendzy さん（カナダ）、2009

年の アニ バの ゲ スト だっ た Mike 

Skoroskyさん（アメリカ）、初来日のRalf 

Reinhard さん（ド

イツ）の 3 名です。

Mike さんから 4 月

29 日（水）の例会へ

訪問したいとの連

絡があり、カスケー

ドの午後が確保出

来ないかあたりま

した。祝日のため先

約があり、夜間の使

用のみになってしまいましたが、クラブ

訪問していただくことになりました。1

月 7 日の新春パーティーに引き続き、海

外の 3 名の有名コーラーによる競演が実

現します。大いに期待してください。 

会員の状況に目を転じますと高齢化と

ここ 2 年間の新会員が少ないこともあっ

て会員数の減少に歯止めが掛かっていま

せん。3 月末の S 恊への登録数は 169 名

に減少しています。今年も 6 月からビギ

ナーコースが始まります。無料体験会に

向けて、ビギナー担当役員を中心に会員

の皆様で、各方面へ宣伝を行っている最

中です。今年は従来のチラシに加えて、

名刺大のカードも作りましたので、ご活

用ください。何としても 2 ケタの新会員

確保に向けて頑張ろうではありませんか。  

9 月 27 日にはクラブ最大の年間行事

会 の 活 性 化 に 向 け て 
        会長  西 村 昌 三 
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である 54 周年記念のアニバを、昨年に

引き続き「シティーホール&ギャラリー

五反田」で開催します。ゲストコーラー

は Jet Robertsさんと佐々木亮さんです。

Jet Roberts さんは、米国で大人気のコー

ラーさんで 50 周年のアニバに次いで、2

回目の来日です。佐々木亮さんは若手の

コーラーさんで、全国的に人気があり、

べーシックからチャレンジまでをこなす

数少ないコーラーさんの一人です。2 人

のコンビは初めてですが、大いに期待で

きます。楽しみにしてください。パーテ

ィー終了後は、昨年に引き続き同じホー

ルで昨年と同様の打ち上げ懇親会を会員

だけで予定しています。楽しみにしてい

てください。 

9 月 26 日（土）午後にはカスケードホ

ールで会員中心の前日祭を行います。会

員以外にも少数限定で案内する予定です

が、アニバの参加募集の目途がついてか

らになると思います。アニバ全体の準備

は役員会を中心にして進めていますが、

7 月には各人の役割分担も決めますので、

ご協力お願いします。 

クラブのイベントや外部のイベントも

続きますが、なんといってもクラブの例

会が一番大切です。会員の皆様の例会へ

の出席とニューメンバーさんの一生懸命

名な姿が会の活性化には不可欠です。最

近は海外からの来訪者もあり、予期せぬ

ハプニングもあります。例会への出席率

を高め、会の活性化を維持継続しようで

はありませんか。 

 アメリカから 6 人のコーラーをお迎

えして華やかに開催しました。 

Ted Lizotte、Tony Oxendine、Teresa 

Berger、Mike Seastrom、Travis Cook、

Amanda Skidmore の各氏です。 

 この日は、オーストリアから Peter 

Kapanek さんもいらっしゃいました。 

2026 新 春 パ ー テ ィ ー 
2026.1.7 カスケードホール 
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 米津玄師（よねづ・けんし）は私の推し

のアーテ

ィストだ。

徳島県出

身 の 35

歳。曲作り

だけでな

く、CD ジ

ャケット

の絵も手

掛ける。世

界の時が

止まり、誰

もが先の

見えない不安の中にいたコロナ禍で、私

は彼を見つけた。彼の音楽には不思議な

魅力を感じた。歌詞が文学的過ぎて驚く。

祭囃子の様でもあり、郷愁を漂わせる、新

しいはずなのに何故かどこか懐かしい気

持ちにもなる。本当は人生 3 周目なのか

も知れない(?) 家族が呆れる程、毎日曲

を聴く。三度の飯より彼の声が好きなの

だから、しょうがない。大げさでも、生き

る力を与えてもらったと思っている。メ

ディアにあまり出ない彼の生声を聴くに

は、ライブに行くしかなかった。そして遂

にライブチケットを手に入れた!!  2025

年 2 月 9 日、奇しくもその日はプラス講

習の初日だった。 

 「最初が肝心」なんて、誰が言ったのだ

ろう。恨みます (笑 )  1.Acey Deucey 

2.Spin Chain The Gears  3.Grand 

Swing Thru……家で DVD も観たが、ち

んぷんかんぷん。プラス講習を休んだら

こうなる

ことが身

に沁みて

わかった

と同時に、

最初にコ

ケ る と

後々に響

く自分の

性格にビ

ビリなが

ら、プラ

ス講習を

何とか終えた。プラス講習を卒業したも

のの、初回の 3 つと他の苦手なフィギュ

アを抱えつつ、『ティーカップパーティー

までには、まだまだ時間はたっぷりある!』

第 18 回 Teacup パーティー 
2026 年 3 月 1 日 ルミエール府中 

 S 都連（東京都スクエアダンス連絡協議会）主催の第 18 回 Teacup パーティーが行われ、千

代田スクエアダンスクラブからプラス講習を終えた 11 人中 7 人が参加し、プラスのパーティ

ーデビューを果たしました。参加された方からお二人に寄稿いただきました。 

ティーカップパーティーまでの道のり 
 

加 藤 三津恵（2023 入会） 
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と謎に自分に言い聞かせて来たが、遂に

来てしまった当日。 

 ここまで米津玄師に励まされ、同期で

励まし合いながらの道のり。千代田の第 2

コスチュームに身を包み、緊張せずに踊

れたのは、応援に駆けつけてくださった

先輩のお陰。馴染みのお顔に安堵する。例

会でアシストしてくれた先輩たちのお陰。

当日来られなかった同期に、間違えた時

こそ笑顔で!! の魔法の言葉で楽しいパー

ティーとなった。 

 祝賀会でのハイボールの味も格別だっ

た。 

 Plus は苦手‼ 学生時代に少しスクエ

アの経験があった私は、今まで甘く見て

いたところがありました。しかし、Plus は

想像以上に難しく心が折れました。楽し

くもあり怖いのが、一人が一歩間違える

だけで、全体が崩れることです。自分がミ

スをすれば、共に踊るメンバー全員に迷

惑をかけてしまう。そのプレッシャーは

想像以上に重く、「今日はちゃんと動ける

かな」と、楽しいはずの趣味なのに気が重

くなってしまうこともありました。 

それでも、なんとか Plus を修了し、今

日こうして Teacup Party に参加できたこ

とに、今は深い安堵と達成感を抱いてい

ます。プレッシャーに押しつぶされそう

になりながらも踏みとどまれたのは、丁

寧に教えて下さった先輩方と、支えあっ

た同期の仲間の存在があったからです。 

Teacup Party のワークショップで講師

の松永寿康さんが「DLT」と仰ってまし

た。「D＝誰と踊るか?」まさにこの判断が

今の私には出来ていないと痛感しました。

気づかされた感覚です。今後、更に研鑽を

重ね自信を持って踊れるようになった時

DLT の「T＝楽しく踊る」が私の中で実感

できるに違いありません。励まし合い、1

チップを完璧に踊り切った瞬間のあの連

帯感と爽快感。それは、スクエアダンスの

醍醐味だと思います。仕事や日常生活で

は味わえない緊張感や集中力で、ひとと

き夢中になれる趣味に出会えたことに感

謝しています。これからも楽しく、そして

頑張ろう!という気持ちを大切にスクエア

ダンスを続けていきたいと思います。 

今まで支えて下さった千代田スクエア

ダンスクラブメンバーの皆さまに感謝を

こめて。そしてこれからもよろしくお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

  

Teacup Party に参加して 
 

山 下 紀 子（2023 入会） 
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 2 月 7 日羽田空港から出発、ヒュースト

ンに到着。 

 NASA 宇宙センター迄の Uber の申し

込みを本橋夫妻、横地君が頑張ってくれ

現地に無事到着。NASA 宇宙センターを

満喫。翌日スクエアクルーズの出発地点

カルベストン港へ。 

 ハーモニー・オブ・ザ・シーズ（22 万

トン超えの豪華客船）に 5,500 人の乗客

と共にマヤ文明とカリブ海スクエアダン

スクルーズに出発。 

 アイススケートショー、アクアシアタ

ーショー、ミュージカルショー、プールの

アクション等も凄すぎ、食事も最高でし

た。 

 19 名の世界のトップ・オブ・ザ・ライ

ンのダンスリーダーの下、世界各地から

704 人（日本から 29 人）がスクエアダン

スを楽しみました。 

 トニー・オキシンダインさんの奥様の

キムさんから頂いた T シャツを着てトニ

ーさんと写真撮影、スクエアダンスをス

タートしました。崩れたって直ぐライン

になって再開、元気いっぱい、笑顔いっぱ

い、「solo」（私は 1 人です、誰か踊ってく

ださい）のマークリボンを付けて仲間入

り。裸足やらサンダル、T シャツに短パン、

リゾート感いっぱいで踊りました。勿論

正装の方も居ます。 

 プロムナードデッキでのフラッシュ

モブ!! トニーさん達のコールでスクエア

ダンスが凄く盛り上がりました。全員ノ

リノリで私も頑張っちゃいました。 

オ ー プ ン

バーでのパ

ーティー、全

員での写真

撮影等。夕食

はコース、美

味しさ盛り

沢山。しかし

字は小さく

勿論英語、メ

ニューが多

過ぎて迷っ

た。7 回の夕食で国内参加の方々とも楽し

く交流が出来ました。 

 ホンジュラスのロアタン島、メキシコ

のコスタマヤとコズメル島の 3 か所に寄

港。美しいビーチと透明な海でのシュノ

ーケリング、古代マヤの遺跡巡り、青々と

した熱帯植物、見た事の無い動物達との

出会いなどなど。コズメル島では中国の

方と意気投合!! チャンカナブ国立公園へ

一期一会の旅もしました。 

折 井 さ つ き（2016 入会） 
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 国内参加の方々とは 2026 横浜コンベ

ンションでの再会を約束してお別れしま

した。 

 Harue Swift（岡崎春枝）さん、ご一緒

したチーム千代田の皆さま、楽しさいっ

ぱいの思い出をありがとうございました。

本当にお世話になりました。 

 今はアメリカ入国も船へのチェックイ

ンもスマホひとつで OK。 便利だけどネ

ットが全然駄目な私は無知を思い知らさ

れました、これから頑張ろう。 

 昨年 8 月末迄は参加を諦めていました。

でも、春枝さんご夫妻の協力もあり、同行

した娘がキャンセル待ちから自身の仕事

のヤリクリ等頑張ってくれました。資料

関係はネットから家族総出で全て印刷、

安心して参加できました。感謝感謝です。

全てが夢のような大冒険でした。 

 

追伸 

 2028 年 2 月 11 日～19 日フロリダのマ

イアミ発ドミニカ―プエルトリコ―バハ

マコースのスクエアダンスクルーズがあ

ります。 

 

 

“Top of the World” Square and Round Dance Cruise 2026 

（カリブ海スクエアダンスクルーズ）の概要 
 

• 船  名: ハーモニー・オブ・ザ・シーズ（Harmony of the Seas） 

• 日  程: 2026 年 2 月 8 日(日) ～ 2 月 15 日(日) [7 泊 8 日] 

• 発  着: ガルベストン（テキサス州） 

• 寄港地: ロアタン（ホンジュラス）、コスタマヤ（メキシコ）、コズメル（メキシコ） 

• 世界中（日本含む）のダンサーが集まり、トップレベルのコーラーを迎えて毎日スクエ

アダンスやラウンドダンスを楽しむ特別クルーズ。メインストリーム、プラス、アドバ

ンスの各レベルに対応 。 
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2025 年 

12 月 7 日（日） 
第 43 回東京ジャンボリ―（ルミエール府中） 

恒例のフラッグパレードは、坂口副会長と 2024 年入会の春日弘夫さん、山根圭子さ

んが務めました。また、2025 年 9 月の新人・新進コーラーパーティーで 1 位になった

横地悠紀さんが 1 チップコールしました。 

 
 

12 月 10日（水） 

  2025 年度定期総会がカスケードホールで行われました。 

 

12月 18日（木） 

 伊藤達彦さん（カントリースクエアーズ）をお

迎えしてゲスト例会を開催しました。 

 

 

2026 年 
1 月 7 日（水） 
カスケードホールで新春パーティーを行いまし

た。ゲストは、Mini-Lab 開催のため来日した 6 人

のアメリカ人コーラーという超豪華版でした。

【→2 ページ】 

 

1 月 14 日（水） 

  例会にから牛桂英さん、孫微さん（中

国）、劉小建さん（台湾）がいらっしゃいま

した。 

会員の胡さんが通訳を務めました。 

 

千 代 田 ス ク エ ア ダ ン ス ク ラ ブ 活 動 の 記 録 

The Ocean Wave 第 121 号（2025 年 12 月）以降 

10 月 1 日の例会 
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2 月 8 日（日） 

 プラス例会のゲストに大上徹さん（城東スクエアダンスクラブ）をお迎えしました。 

 

2 月 18 日（水） 

 例会に Bernd Lang さん（ドイツ）がいらっしゃい

ました。 

盆栽が趣味で上野の東京

都立美術館で行われた国

風盆栽展などをご覧にな

ったそうです。 

 

  
 

 
3 月 1 日（日） 
第 18 回 Teacup パーティーが行われ、千代田スクエアダンスクラブからプラスデビ

ュー7 人を含め約 40 人が参加しました。 

【→3 ページ】 

 

3 月 4 日（水）  
 例会に Harue Swift（岡崎春枝）さん、Scott Bennett さん（アメリカ）がいらっしゃ

いました。Bennett さんはコーラーで、日本フォークダンス連盟の講習会の講師として

来日されたそうです。 

 

編集後記 
 

 今号は 2025 年 12 月以降の活動を中心にお知らせします。原稿をお寄せくださった皆さま、

ありがとうございます。 

 ビギナー講習は 6 月 3 日の無料体験会からです。一人でも多くの仲間を増やしましょう。 

 9 月の全日本スクエアダンスコンベンションは横浜、それが終わるとすぐに第 54 回アニバ

ーサリーです。頑張っていきましょう。 

 2026 年度の広報は下記のメンバーで進めていきます。よろしくお願いいたします。 

 

広報担当； 前 田 好 春（2015） 小 林 尚 子（2018）  

      染 谷 理 絵（2015） 宮 本 郁 子（2019） 瀧  和 也（2023） 


